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研究成果の概要（和文）：常同行動が生じる動機の部分について、関わっている因子がある可能性が示唆され
た。また、マウスにおいて長期の単離ストレスを負荷したところ、BALB/cの単離ストレス負荷群において行動量
および不安様行動が増加した。
これらのデータに加え、3D撮影試験により解析を進めていたものの、常同行動の解析方法については未確立であ
る。そのため、解析方法の検証が必要であることが課題として残った。常同行動の解析結果と不安様行動との関
連性を結論付ける予定である。また、神経基盤の特定まで至らなかったため、今後研究を遂行していく。

研究成果の概要（英文）：It was suggested that there may be a factor involved in the motivation 
behind stereotypic behavior. Furthermore, when mice were subjected to long-term isolation stress, 
the amount of activity and anxiety-like behavior increased in the BALB/c isolation stress group.
In addition to these data, analysis was carried out using 3D photography tests, but the method for 
analyzing stereotypic behavior has not yet been established. Therefore, the need to verify the 
analysis method remains an issue. I plan to conclude that there is a relationship between the 
results of the stereotypic behavior analysis and anxiety-like behavior. Furthermore, as I was unable
 to identify the neural basis, I will continue my research in the future.

研究分野： 動物行動学・動物栄養学

キーワード： 常同行動　3D撮影試験　3次元深度センサ　遊離アミノ酸　D-アミノ酸　NMDA受容体

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
精神疾患にはストレスを受けることによる環境的要因や遺伝的要因での発症がある。自閉症、統合失調症や注意
欠如・多動性障害(ADHD)などが挙げられるが、その症状は様々である。これらの精神疾患に共通して確認される
行動が常同行動である。常同行動とは、ある一定の行動が増える異常行動であり、同じ場所を過剰に動き回るこ
とや、自己を傷つけ続ける自傷行為などがある。しかしながら、常同行動の詳細なメカニズムに関しては未解明
である。本研究では普段から摂取可能な栄養因子に よる常同行動の制御が可能な経路を新規探索し見いだすこ
とで、予防や緩和に繋げることが期待できる。 

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
我が国では精神疾患を 5 大疾病と定めて以降、その患者数は年々増加の一途を辿っている。研

究開始当初は新型コロナウイルスの蔓延により、日常生活が大きく変化してしまった状況であ
った。このコロナ禍により精神疾患患者数はより増加することが懸念され、その対策が喫緊の課
題となっている。精神疾患にはストレスを受けることによる環境的要因や遺伝的要因での発症
があるが、きっかけとなる因子は未解明である。特にうつ病を含む気分障害がよく知られており、
自閉症、統合失調症や注意欠如・多動性障害(ADHD)なども挙げられる。症状は様々であるが、
これらの精神疾患に共通して確認される行動として、ある一定の行動量が著しく増加する常同
行動が挙げられる。同じ場所を過剰に動き回ることや、自己を傷つけ続ける行為などであるが、
ヒトにおいては発達早期、つまり子供の時からでも生じうる。これは異常行動である。脳内モノ
アミンであるドーパミンやセロトニンが関連しているのではないかと示唆されており、治療に
はそれらをコントロールする薬物療法が用いられている。しかしながら、常同行動の詳細なメカ
ニズムに関しては未解明である。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究は、常同行動が普段から摂取可能な栄養因子により制御可能な神経基盤を特定するこ
とを目的とした。GRIN1 のノックダウンにより前脳における NMDA 受容体が減少すると常同行
動が生じやすくなることが報告されている。GRIN1 とは、NMDA 受容体のサブユニットであり、
グリシン結合部位を持つ。このグリシン結合部位には D-セリンがコアゴニストとして働くこと
も示唆されており、グルタミン酸のみの結合では受容体は活性化しない。この GRIN1 をノック
ダウンさせたモデルマウスにおいて、NMDA 受容体の活性が低下し常同行動および多動性を示
すことが報告されている。そのため、NMDA 受容体に関連する栄養学的制御が可能となれば常
同行動の緩和または予防に繋がるのではないかと考え、検討を行なった。 
 
 
３．研究の方法 
環境的要因として C57BL/6J および BALB/c に単離ストレスを与え、長期間飼育することで常

同行動を示すか否かについて調査した。1 週間群飼で馴化した後、系統ごとに群飼のままの群と
単離ストレスを与える群に分けた。全群の行動パターンについて検討するため、3 次元深度セン
サを用いた 3D 撮影試験、オープンフィールド試験および高架式十字迷路試験を行なった。それ
ぞれ 2 ヶ月ごとに試験を実施し、計 3 回分のデータが得られた。3D 撮影試験については、4 方
向から 3 次元震度センサを用いて撮影することで、立体的な動きを撮影することが可能となる。
また、常同行動はストレスの負荷により生じる異常行動であることから、常同行動を示すマウス
はストレス感受性が高いことや不安を感じやすいことが考えられる。そのため、環境的要因によ
り誘導した常同行動モデルマウスについてストレス感受性や不安様行動が高いか否かを行動学
的に検討するため、オープンフィールド試験および高架式十字迷路試験を行った。単離ストレス
負荷から 6 ヶ月経過した時点で、3 回目の行動試験を実施した後、前頭前野、小脳および血漿に
ついてサンプリングした。得られたサンプルについては、L-ならびに D-アミノ酸分析に供した。 
 
 
４．研究成果 
当初は初年度に常同行動のモデル動物の作出、翌年は作出したモデル動物の妥当性を検討、最

終年度で神経基盤の特定という予定であった。しかしながら、動物飼育室に異常が生じ 2 年間に
わたり使用ができなかった。加えて、申請者の所属機関異動が最終年度にあったことから、神経
基盤の特定までには至らなかった。マウスの実験が実施できなかった期間については、マウス以
外の動物種を対象に常同行動について調査することにより、常同行動の新たな基礎的知見を得
ることができた。常同行動が生じる動機の部分について、関わっている因子がある可能性が示唆
された。また、最終年度開始時期から所属機関異動までの間にマウスの飼育が可能となったため、
常同行動のモデル動物の作出から実施した。 

3D 撮影試験については、撮影結果を MATLAB の導入により解析を行なった。3D 撮影試験に
ついては、常同行動の判別のための解析方法が確立されていない。そのため、まずは解析方法を
確立させるところから検討する必要があった。この解析方法の確立に時間を要していることか
ら、引き続き検討が必要な点として課題が残った。 
マウスにおいて長期の単離ストレスを負荷したところ、ほとんどの群において、日数が経過す

るにつれ行動量が減少していったものの、行動量が有意に増加した群が認められた。また、高架
式十字迷路試験により、不安様行動が有意に増加した群があった。行動量が増加した群と不安様
行動が増加した群は、同様の群で BALB/c の単離ストレスを負荷した群であった（未発表デー
タ）。 



これらのデータに加え、3D 撮影試験の解析方法の確立を進めることで常同行動との関連性を
結論付ける予定である。また、これらの行動学的な評価に加え、前頭前野、小脳および血漿サン
プルの遊離アミノ酸解析結果について検討することで、常同行動との関連性を突き止める予定
である。 
以上より、予期していない事象が生じてしまったことにより当初の予定から一部計画を変更し

たものの、調査方法を変更しながらも新たな知見を得ることができた。引き続き、検討課題が残
ったため、これらの解決に向けて研究を遂行していく。さらに、神経基盤の特定についても検討
を進めたい。 
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